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新しい教授スキルの礎得，あるいは不適切な教授行動の改善などを目的としたマイクロテイー

チングに関する研究は，近年ますます盛んに行われるようになった．我々もこれまでに，マイク

ロテイーチング的手法をもちいて，教育学部学生を対象にした教授スキルの訓練に関する一連の

研究を実施してきた（吉良・佐藤1979,吉良・佐藤・吉田1980).そこでは，マイクロテイー

チング的状況において，最初に試みた自分のマイクロ授業のVTRを視聴し，さらに児童・生徒の

役割を演じた他学生からのフイードバックを受けることによって，引き続いて行った2回目の授

業において教授スキルの改善がみられたことなどが報告されている．

ところで，これらはいずれも自分の行動に関して.VTRや他者からの評価といった形でフィー

ドバックを受け，新しい行動を身につけたり，あるいは不適切な行動を改善してゆこうとするも

のである．一方教育実習においては，実習校にでかけて行き，現職教師の授業を観察することな

どを通して，新しい教授スキルを身につけてゆくのである．ここでは，いわゆるモデルを観察す

ることによる新しい行動の獲得，あるいは改善が主要な目的になっている．このモデルを観察す

るということが，実習生の実際の行動変容にどの程度の影響をおよぼしているのであろうか．ま

たその目的は，現実のナマの授業を観察することによるのでなければ達成できないものなのか，

それともVTRなどで代用することも可能なのであろうか．

木研究では，モデル授業を観察した学生にマイクロ授業を計画，実施させ，その授業を評価す

ることによって，モデリングのもつ効果・機能を検討してゆく．

方法

1．授業観察の実施および録画

1981年10月中旬に教育実地研究が行われ，23日には熊本大学教育学部附属小学校において授業

観察が実施された．参加した学生は教育学部の3年生である．このうち，白石幸春教諭の了解と

協力のもとに，3年生算数（「かけ算(2)｣）の授業を録画した．

2．マイクロティーチングの実施

(1)マイクロテイーチングに関する情報の提供

本研究の対象者は後期（昭和56年度）に開講された「教育方法」の受講者16名である．研究計

'画の各ステップもこの講義||寺間内で実施した．学生はいずれも教育学科の所属で3年生である．

マイクロテイーチングの実施に先だって，その理解を深めるために,Brown,G.(1975)の翻訳
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